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「浄化槽」「ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ」「ｷｭｰﾋﾞｸﾙ」「冷蔵冷凍庫関連」など補助金項目にすらなく老朽化すれば自腹更新が
必須でした！ 専門性の高い「税理士グループ省エネチーム」でしか補助金採択は出来なかったのです。
◆独自の工事術式をメーカーと共有し、さらにハイレベルな省エネ・省CO２量を導き出した結果です。

全製品・設備工事の補助金1/2を返済義務なく獲得することが可能です。
お早めにご相談ください！
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〝税理士グループが全国に拡げる省エネ事業″すべてはここから始まりました。
現在、全国の旅館ホテル・工場に専門別プライム企業等と提携の下、多種多様な支援を実施しています。

税 理 士 新 聞
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そして今、日本初のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ へと発展しました。
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「1円の持ち出しもない」省エネ設備更新の方法あります！

当社省エネ（再エネ・創エネ）製品群/特許・報道資料抜粋

知事公邸/鳥取県、市とLED工場開設
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決算書類を見ていつも疑問に思っていたこと！
〇設備の老朽化更新は必ず来るのに・・・

〇投資回収もなくその度に経費の掛け捨てにならざるを得ないのは何故！？

〇設備会社の多くは熱量計算をしないから永遠と過剰設備！

〇競争のない環境下で、無駄に高いモノを買わされているのでは？！
※これが税理士グループ省エネチームを始めるキッカケでした。

☆顧問先ﾒｰｶｰ連携(製販分離)だから省エネ・再エネ設備を最もお得

に更新できます。
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補助金申請採択～設備選定設計～施行工事まで一気通貫体制！
専門の税理士グループ省エネチームだから成し得ること！

2023年度も【環境省】【経産省】
【観光庁】補助金31件全て採択に！
国庫補助金の採択率は通常3割～4割なのです。
一気通貫だからこその独自ノウハウに因ります。

★河一屋旅館様（長野県_野沢温泉）

例えば・・・

環境省補助金の中で最難関【新熱需要・燃料転換】
１/２に「全国全産業で1社のみ採択」させました。

※左記「環境省執行団体」より公式採択発表時のもの。この1社だけ！

事業実施団体名 事業実施場所

株式会社河一屋 長野県下高井郡野沢温泉村

◆全国全産業で11件のみ採択の内 5件が当社だった。
・2019年度「民間事業」に初めて2/3の補助金が適用された。
環境省【先導的な脱炭素化取組推進事業】補助率・材工2/3

◆全国で旅館ホテルの採択は 9件その内6件が当社。
・2020年度「コロナ感染」の広がりを受けて冷暖房設備の更新
環境省【大規模感染ﾘｽｸ～空調・換気事業】補助率・材工2/3

〇今日までも「採択率NO.1」で手数料も一番安い！

何故！？

〇各種設備の「設計・取扱」、「熱量・流量」計算に基づき工事まで実施しているため。
・「設備業者」の多くは補助金・省エネ・省CO2は専門外でわからず、大手中堅は尚更。
・補助金代行会社では「工事術式」はわからずマニュアルに沿っての申請で片手落ち。
◆当社は工事の術式まで熟知しており、新たな解釈を加えて期待値を超えられるのです。

それは次ページの関係性も大きな要因の一つです。
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既設灯油ボイラー燃料代

￥4,415,400
￥2,281,247/年削減

【三菱ヒートポンプ１台導入・省エネ診断報告書】

1.月間削減金額 190,103円
投資回収後は全額利益になります。

2.年間削減金額 2,281,247円

3.ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ設備工事代 9,727,000円 業務用ヒートポンプ設置工事一式

4.補助金 4,863,000円 補助率１/２ ※千円未満切り捨て

5.初期投資総額 2,864,000円 広告収入も得られ差引後

6. 投資回収年数 1.3年

融資利用シミュレーション
融資額：¥9,720,000として 利率：3.00%／年

  総返済回数：84（7年） 返済方法：元利均等返済 として

項目 金額（¥）

①融資返済額／月 ￥128,433

②削減燃料費／月 ￥190,103

③月間融資返済後余剰金（②－①） ￥61,670

ｺｺ見てみて

【0円設備更新】

◆総合的にこの「仕組み」は税理士ｸﾞﾙｰﾌﾟ省エネ
ﾁｰﾑだからこそというのは多分にあります。

1円の持ち出しもない【0円設備更新】とは！

★河一屋旅館様（長野県_野沢温泉）

例えば・・・さきほどの「河一屋旅館」様実例で

既設⇒ ☜灯油削減額

〇設備工事全額を融資で「月返済額」

しかし「月削減額」の方が多く
1円の持ち出しもないどころか
おつりまで発生、1.3年後には
全額手元に。しかも「補助金支
給前」のこと。

☜
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「省エネ効果診断報告書（無料）」をご提供します。

診断のポイント！
大切なのは「現状設備でご使用の熱量」です。

・既設燃料と同等の熱量を作ればお湯切れはしないので適切な機器のご提案
を致します。

・それを安い熱源で作ることが出来れば大幅な削減になりますので最適なｴﾈﾙｷﾞｰ
の選定と調達を可能にします。

・現地調査の際は「A重油等の燃料代」「電気代」の各月別1年分ﾃﾞｰﾀ
を頂ければ正確な「省エネ効果診断報告」ができます。

０円設備更新には【熱量診断】が必要且つ重要！

省エネ・再エネ化【無料診断】をお受けできます。
熱量（ｴﾈﾙｷﾞｰ発熱量）は1時間単位で表し【重油・灯油_kcal/h・kW/h】・【ガス・㎥/h】
各省庁などでは換算して【joule/hも使用】全て世界標準基準で出力ｴﾈﾙｷﾞｰ量は公平です。
従って、熱量はウソをつかない！ため事実を把握できます。



先ず、設備業者は「熱量診断」をしません！その弊害は？
その証拠に

【ボイラー等】既設の銘板見て同等能力の機器に更新させられていませんか！？
これが「最低でも4倍～10倍」の過剰設備・無駄な投資を永遠に・・・が実態です。

銘板の能力を見て

同等能力の
設備に更新
※補助金も不採択

A重油・灯油・ｶﾞｽﾎﾞｲ
ﾗｰに省エネ効果無
※１で0.75のｴﾈﾙｷﾞｰ出力

過剰設備に
多額の初期費用
※経費の掛捨でしかない
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ｺｺ見てみて

★灯油使用量から施設の必要熱量がわかる。

　　　ピーク月発生熱量 備考

43,690,602 kcal/月 …③

1,456,353 kcal/日 ③÷30

80,909 kcal/h ③÷30÷①

☆この熱量が賄えればお湯切れ
はしない。

☆既設ﾎﾞｲﾗｰは400,000kcal/h・
約5倍の過剰設備でした。

※貴施設も100％そうなっているはずです。

☆老朽化の度に繰り返してきた。
※地元「大手_中堅設備会社」ほど省エネ
性とかを考慮しなかった長年の実態。
経産省・環境省はこの事実に警鐘を鳴
らしていることをお知りください。

「河一屋旅館」様実例では・・・【約5倍の過剰設備】に！

◆灯油は１L「8,329kcal/h」
のｴﾈﾙｷﾞｰ量と決まっている。
年間で一番の使用月は？

◆ﾎﾞｲﾗｰ等の必要能力は
1時間あたりの発熱量
で選定します。
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現地調査

“税理士ｸﾞﾙｰﾌﾟ省エネ”経営上の視点

□突如、降って湧いた「コロナウイルス」や「地球温暖化要因」等で毎年拡大する被害！
□遠い国の情勢に情けなく振り回され絶えず変動する「石油価格」乱高下の呪縛！

エネルギー内製化の道をご提案します。

「補助金申請」 「熱量診断」 「資料請求」

同送別紙・依頼申込書をFAXしてください。
FAX受領後にヒアリング➭必要に応じて現地調査➭診断報告・お見積り➭

受付枠の空きがあれば補助金申請（無料）の流れになります。

税理士グループが全国に拡げる省エネ・「日本初のビジネスモデル」

主幹事企業

ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社

販売総合元請

ブルーオーシャンセンター株式会社

申請窓口：合同会社JENI（Japan Energy Next Innovatioｎ）
〒160-0022

東京都新宿区新宿5-18-16 9Ｆ Tel:03-6302-1248   Fax:03-6205-5928

E-mail:fukui@bocenter.co.jp   URL:www.bocenter.co.jp

営業本部： 建設業許可 第87248

〒216-0033 神奈川県川崎市宮前区宮崎1-12-15  205 Tel/Fax：044-862-6887

tel:03-6302-
www.bocenter.co.jp
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